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第
９
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
九
州
地
区
表
彰
者

第
９
回

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」に
、九
州
管
内
か
ら
優
秀
賞（
４
件
２６
名
）、九
州
経
済
産
業
局
長
賞（
１０
件
４8
名
）の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

優
秀
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

九
州
経
済
産
業
局
長
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
に
よ
る
顧
客
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

価
値
共
創
で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

工
藤 

行
雄
、筒
井 

瑞
希
、野
依 

元
彦

川
上 

布
裕
子
、植
山 

崇
、中
川 

享
、堤 

徹
平（
株
式
会
社
Y
E 

D
I
G
I
T
A
L
）

糖
鎖
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
の

高
感
度
で
偽
陽
性
の
な
い
高
精
度
検
査
法
の
開
発

隅
田 

泰
生
、隅
田 

純
史
、隅
田 

早
百
合

有
馬 

え
り
子
、澤
山 

颯
、東 

智
子（
株
式
会
社
ス
デ
ィ
ッ
ク
ス
バ
イ
オ
テ
ッ
ク 

）

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
品
質
と
生
産
性
向
上
に

貢
献
す
る
新
規
耐
久
材
料
の
開
発

黒
木 

史
哉
、皆
川 

泰
範
、上
野 

修
司
、渡
邉 

景
太
、真
島 

克
弥
、田
中 

敬
章

（
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社 

基
山
工
場 

）

養
殖
業
界
に
革
新
を
も
た
ら
す
、A
I
を
活
用
し
た

世
界
初
の
樹
脂
製
亀
甲
網
の
開
発

深
堀 
一
夫
、木
下 

純
一
、小
林 

透
、今
井 

哲
郎
、瀧
内 

直
祐
、福
田 

洋
平

市
瀨 
英
明（
粕
谷
製
網
株
式
会
社
、他
３
団
体
）

打
ち
抜
き
方
式
を
活
用
し
て
生
産
効
率
向
上
を
可
能
と

し
た
鶏
の
ボ
ン
ジ
リ
自
動
脱
骨
・
カ
ッ
ト
機
の
開
発 

益
留 

福
一
、矢
野 

勇
二
郎（
マ
ト
ヤ
技
研
工
業
株
式
会
社
）

宇
宙
を
翔
け
る
も
の
づ
く
り
全
方
位
技
術
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供

西
嶋 

真
由
企
、薬
師
寺 

理
沙
、渡
辺 

俊
基
、長
瀬 
尚
偉
、松
下 

博
幸

（
ニ
シ
ジ
マ
精
機
株
式
会
社
）

35791113

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）



日
本
で
初
め
て
造
林
作
業
の
機
械
化
に
成
功
し
た

林
業
機
械「
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
」の
開
発

包
行 

良
光
、西
村 

峰
利
、中
村 

公
徳
、米
内 

龍
哉
、酒
井 

志
有
斗
、岸
本 

聖
也

（
株
式
会
社
筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム
）

食
品
廃
棄
物
で
あ
る
卵
殻
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
関
連
製
品
の
市
場
展
開

下 

浩
史
、江
頭 

順
也
、松
下 

大
伸
、白
川 

貴
博
、白
水 

亮
真
、柘
植 

圭
介

（
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
21
、他
１
団
体
）

独
自
の
発
想
と
技
術
で
、車
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
事
故
を
無
く
す
製
品
の
開
発

鳴
瀬 

益
幸（
ナ
ル
セ
機
材
有
限
会
社
）

ス
テ
ン
レ
ス
等
の
高
品
質
製
品
組
立
を
実
現
す
る

瞬
間
的
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
溶
接
技
術
の
開
発

森
木 

信
一
、北
原 

実
、堀
江 

知
義
、二
保 

知
也
、高
橋 

明
宏
、山
元 

直
行

（
株
式
会
社
清
水
製
作
所
宮
崎
、他
１
社
２
団
体
）

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
融
合
さ
せ
た

『
新
し
い
I
C
T
地
盤
改
良
機
の
開
発
』

平
川 

真
吾
、奈
須 

徹
夫
、髙
岡 

千
宗
、林 

弘
行
、落
合 

幸
治
、居
石 

良
、橋
口 

礎

（
株
式
会
社
ワ
イ
ビ
ー
エ
ム
、他
１
社
）

1
0
0
年
の
歴
史
を
支
え
る
職
人
の
高
度
な
技
術
が

結
集
し
た「
木
製
防
火
扉
」の
開
発

大
隈 

晴
明
、大
隈 

賢
一
郎
、大
隈 

崇
史
、池
田 

弘
二
、井
上 

真
一
郎
、森 

丈
弥
、濱
田 

二
郎

（
株
式
会
社
オ
ー
ク
マ
）

ギ
ヤ
ス
カ
イ
ビ
ン
グ
加
工
方
法
を
利
用
し
た
大
型

歯
車
加
工
機
械
の
開
発

三
好 

宏
明
、江
下 

一
敏
、池
野 
一
広
、脇
山 

幸
彦
、石
田 

貴
大
、坂
口 

和
久

（
株
式
会
社
唐
津
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
）

P
T
F
E
メ
ッ
シ
ュ
膜
材
と
E
T
F
E
フ
ィ
ル
ム
を
複

合
化
し
た
高
透
光
性
建
築
膜
材
料
E
F
‐
2
0
0

田
村 

成
教
、山
口 

雄
斗（
中
興
化
成
工
業
株
式
会
社
）

製
品
・
技
術
開
発
部
門

1517192123252729

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）

●
受
賞
者（
受
賞
企
業
・
団
体
名
）



受賞件名受賞者

変化する社会ニーズを捉え、
スマートバス停で活気ある
社会づくりと持続可能な
公共交通の維持確保へ

株
式
会
社
Y
E 

D
I
G
I
T
A
L

ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
に
よ
る
顧
客
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

価
値
共
創
で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。ス

マ
ー
ト
バ
ス
停
は
、バ
ス
事
業
者
が
長
年
抱
え
る

課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

以
降
、利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
、電
源
の
な

い
場
所
へ
設
置
で
き
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
展
開
。

今
後
と
も
、全
国
各
地
の
お
客
様
に
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
事
業
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社 YE DIGITAL

製品・
技術開発部門

（左上）筒井 瑞希・（中上）野依 元彦・（右上）植山 崇

（左下）堤 徹平・（中下）・川上 布裕子・（右下）中川 亨

（右） リーダー 工藤 行雄

優 秀 賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒802-0003 
福岡県北九州市小倉北区
米町二丁目1番21号
TEL 093-522-1010
https://www.ye-digital.com
玉井 裕治
1978年2月1日
705百万円（2023年3月1日現在）
連結640名
IoTソリューション、ビジネス
ソリューション、サービスビ
ジネス
西鉄エム・テック株式会社
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バ
ス
業
界
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」や「
脱
低
炭
素
化
社
会
」、「
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」、「
高
齢
者
の
免
許
返
納
問
題
」

な
ど
の
社
会
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
マ
イ

カ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
人
た
ち
に
も「
移
動
の
自

由
が
担
保
」さ
れ
る
社
会
づ
く
り
が
重
要
で
あ

り
、公
共
交
通
の
維
持
発
展
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
バ
ス
業
界
は
、事
業
収
益
性
の

低
下
や
労
働
力
不
足
に
喘
い
で
お
り
、深
夜
作
業

（
ダ
イ
ヤ
改
正
の
都
度
、最
新
の「
運
行
時
刻
表
」

「
系
統
図
」「
運
賃
表
」の
掲
示
）を
中
心
と
し
た
バ

ス
停
の
運
営
維
持
に
対
す
る
バ
ス
事
業
者
の
負

担
は
、人
的
資
源
の
面
で
も
金
銭
の
面
で
も
非
常

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
作
業
負
担
を
軽
減
し
た
い
と
い
う
顧
客

の
ニ
ー
ズ
を
解
決
す
る
た
め
に
L
P
W
A
や

I
o
T
と
い
っ
た
最
新
I
C
T
技
術
を
活
用
し

た
全
く
新
し
い
概
念
の
バ
ス
停
で
あ
る
ス
マ
ー

ト
バ
ス
停
を
開
発
し
た
。

I
o
T
に
よ
り
新
た
な
共
創

ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出

全
国
に
53
万
基
存
在
す
る
バ
ス
停
の
８
割
以

上
が
オ
フ
グ
リ
ッ
ト
環
境
に
あ
り
、電
源
供
給

が
困
難
で
あ
る
た
め
、バ
ス
掲
示
物
を
受
信
可

能
な
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
は
こ
れ
ま
で
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、バ
ス
停
は
屋
外
に
あ

り
、温
度
、台
風
、大
雨
、湿
気
、虫
混
入
な
ど
、

I
C
T
機
器
の
屋
外
利
用
な
ら
で
は
の
考
慮

が
必
要
で
あ
っ
た
。こ
の
た
め
、バ
ス
事
業
者

と
連
携
し
２
年
間
の
実
証
実
験
を
経
て
、本

格
的
な
製
品
開
発
に
着
手
し
た
。開
発
に
当

た
っ
て
は
バ
ス
事
業
者
の
業
務
ノ
ウ
ハ
ウ
を

シ
ス
テ
ム
に
凝
縮
し
て
実
用
性
を
担
保
し
つ

つ
、「
コ
ン
カ
レ
ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」

を
採
用
し
バ
ス
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き

４
機
種
の
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
取
り
そ
ろ

え
る
な
ど
開
発
効
率
化
を
実
現
。

ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
は
2
0
2
0
年
1
月
か

ら
本
格
販
売
を
開
始
。I
o
T
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
バ
ス
接
近
情
報
の
表
示
や

多
言
語
対
応
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
対

応
、バ
ス
以
外
の
路
面
電
車
や
航
空
情
報
を

統
合
し
た
M
a
a
S
対
応
、災
害
情
報
の
発

信
等
、従
来
の
紙
で
は
で
き
な
か
っ
た
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、福
岡
県

を
皮
切
り
に
全
国
で
１８
道
県
１
６
８
基（
２
０

２
３
年
３
月
現
在
）の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、国
内
に
は
2
5
0
m
〜
5
0
0
m

間
隔
で
約
53
万
箇
所
の
バ
ス
停
が
存
在
し
て

お
り
、そ
の
メ
ッ
シ
ュ
の
細
か
さ
や
立
地
条

件
を
生
か
し
て
、バ
ス
停
を
街
の
情
報
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
社
会
実
装
を
進
め
る
た

め
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
立
ち
上
げ
、自
動
販
売
機
一
体
型
や
観

光
情
報
を
発
信
す
る
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
を
開

発
し
、新
た
な
事
業
共
創
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。

全国のバス事業者が抱える問題、バス停の時刻表を張り替える業務は、
マンパワーを掛けての深夜一斉作業となっており業務負担が大きい。

【鉄道】西日本鉄道様 地域交通の「リ・デザイン」
他分野（エネルギー、病院、学校）
北九州市立病院機構様

より一層、公共交通利用へ誘導するための取組みや、
交通業界を魅力的な産業への変革が必要！
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受賞件名受賞者

ナノテクノロジーとウイルスの
糖鎖結合性を利用し、生きた

ウイルスを濃縮するこれまでにない
高感度なPCR検査を開発！！

株
式
会
社
ス
デ
ィ
ッ
ク
ス
バ
イ
オ
テ
ッ
ク

糖
鎖
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
の

高
感
度
で
偽
陽
性
の
な
い
高
精
度
検
査
法
の
開
発

栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、感
謝
・
感
激
し
て

お
り
ま
す
。

糖
鎖
ナ
ノ
テ
ク
で
、唾
液
を
用
い
た「
高
感
度

で
痛
く
な
い
」ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
法
を
開

発
し
、更
に
病
状
を
的
確
に
診
断
す
る
擬
陽
性
判

定
が
な
い
高
精
度
検
査
法
を
完
成
で
き
ま
し
た
。

早
期
治
療
・
復
帰
を
可
能
と
す
る
本
検
査
法
の

メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
還
元
す
る
べ

く
、今
後
も
よ
り
一
層
の
努
力
を
致
し
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社スディックスバイオテック

製品・
技術開発部門

（左上）隅田 早百合・（中左）隅田 純史・（中右） リーダー 隅田 泰生

（右上）有馬 えり子・（左下）・東 智子・（右下）澤山 颯

優 秀 賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒890-0065 
鹿児島県鹿児島市郡元
１-２１-４０
鹿児島大学 VBL内
0798-47-6612
https://www.sudxbiotec.jp/
隅田 泰生
2006年9月21日
90百万円
11名
検査キットの製造販売、検査
用機器の販売、受託実験
鹿児島県
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複
数
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た

高
感
度
検
査
の
必
要
性

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群（
S
A
R
S
）、豚
由

来
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(以
下
F
l
u
と
略
）、新
型

コ
ロ
ナ（
C
O
V
I
D
-1
9
）な
ど
、ウ
イ
ル
ス

性
の
呼
吸
器
系
疾
患
は
近
年
地
球
規
模
で
頻
発

し
て
お
り
、複
数
の
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
期
に
は
例

え
ば
C
O
V
I
D
-1
9
と
F
l
u
の
検
査
を
、

同
時
ま
た
は
2
段
階
で
行
っ
た
後
、診
療
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

C
O
V
I
D
-1
9
と
F
l
u
を
同
時
に
検
査

す
る
に
は
、一
般
に
は
鼻
腔
拭
い
液
や
鼻
咽
頭
拭

い
液
な
ど
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、侵
襲
性

が
高
く
患
者
に
は
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
加
え
、

検
体
採
取
時
に
患
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳
き
込
み

等
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、採
取
者
と
採
取
場
所

に
ウ
イ
ル
ス
が
曝
露
す
る
危
険
性
が
高
い
。

１
つ
の
検
体
か
ら
、３
種
類
の

ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
を
同
時
に
測
定
可
能
！

同
社
は
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
際
に
細
胞

上
の
糖
鎖
に
吸
着
す
る
性
質
を
利
用
し
、糖

鎖
を
固
定
化
し
た
金
ナ
ノ
粒
子
で
、感
染
性

の
あ
る
ウ
イ
ル
ス
粒
子
の
み
を
濃
縮
し
て

P
C
R
検
査
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

本
技
術
に
よ
り
開
発
し
た
検
査
キ
ッ
ト

は
、だ
液
を
検
体
と
し
て
鼻
咽
頭
拭
い
液
と

同
等
の
高
感
度
検
査
が
で
き
る
。ま
た
、ウ
イ

ル
ス
断
片
の
R
N
A
は
測
定
し
な
い
の
で
、

回
復
期
の
患
者
に
は
、病
状
と
一
致
す
る
高

精
度
検
査
と
な
り
、早
期
退
院
が
可
能
と
な

る
等
、医
療
逼
迫
防
止
に
役
立
つ
。

本
品
は
、2
0
2
0
年
11
月
か
ら
体
外
診

断
薬
と
し
て
保
険
適
用
さ
れ
て
お
り
、新
型

コ
ロ
ナ
と
F
l
u
A
型
と
B
型
の
3
種
の

ウ
イ
ル
ス
を
同
時
に
測
定
可
能
な
検
査
キ

ッ
ト
で
あ
る
が
、ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に
感
染

す
る
際
に
最
初
に
吸
着
す
る
糖
鎖
を
決
め

れ
ば
色
々
な
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
可
能
で
あ

り
、現
在
ま
で
20
種
類
以
上
の
ウ
イ
ル
ス
に

適
用
し
、い
ず
れ
も
高
感
度
検
出
に
成
功
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、唾
液
採
取
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
医

師
の
監
視
下
で
行
う
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た

め
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
在
り
方
を
検
討
す

る
た
め
の
、検
討
材
料
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

ウイルスが感染する際に細胞上の糖鎖に吸着する性質（糖鎖結合性）
を利用し、磁性分離によって、感染性のある生きたウイルス粒子のみを
素早く簡単に濃縮・精製
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受賞件名受賞者

産学官連携の好事例！
中小企業のデジタル化を地域の
英知を結集して後押し！

粕
谷
製
網
株
式
会
社
国
立
大
学
法
人 

長
崎
大
学
、公
立
大
学
法
人 

広
島
市
立
大
学
、長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

養
殖
業
界
に
革
新
を
も
た
ら
す
、A
I
を
活
用
し
た

世
界
初
の
樹
脂
製
亀
甲
網
の
開
発

今
回
受
賞
し
ま
し
た
優
秀
賞
は
関
係
者
皆
様

の
協
力
、ご
助
言
が
あ
っ
て
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
で
編
網
機
の
A
I
監
視
に
よ
る
製

作
時
の
不
具
合
予
測
と
い
う
難
題
を
解
決
し
、製

作
ロ
ス
を
最
小
限
に
で
き
た
こ
と
で
品
質
の
向

上
と
共
に
原
料
高
騰
の
中
、製
品
価
格
を
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
で
顧
客
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受賞者メッセージ会社概要

粕谷製網株式会社

製品・
技術開発部門

（左上）今井 哲郎

（左）木下 純一・（左中）小林 透・（中左） リーダー 深堀  一夫

（中右）福田 洋平・（右中）瀧内 直祐・（右）市瀨 英明

優 秀 賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒854-0037 
長崎県諫早市川内町485
TEL 0957-22-0373
http://www.kasutani.com/
粕谷 英雄
1946年5月
41百万円
72名
漁網（定置網ほか）、養殖用生
簀及び係留施設、土木資材等
製造業
一般財団法人九州オープン
イノベーションセンター
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産
学
官
連
携
に
よ
る
中
小
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
化

世
界
全
体
の
漁
獲
量
は
年
々
増
加
傾
向
で
あ
り
、

近
年
、海
洋
水
産
資
源
の
枯
渇
が
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、養
殖
業
の
占
め
る
割
合
が
増
え
、養
殖

業
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

現
状
の
生
簀
の
網
は
、亜
鉛
メ
ッ
キ
鉄
製（
以
後
、

金
網
）又
は
化
学
繊
維
製（
以
後
、化
繊
網
）の
網
を

使
用
し
て
い
る
が
、金
網
は
錆
に
よ
る
使
用
期
間
が

短
く
、連
続
破
断（
網
の
一
か
所
が
破
断
す
れ
ば
連

続
的
に
破
断
す
る
現
象
）す
る
こ
と
、化
繊
網
は
潮

の
流
れ
に
よ
る
変
形
で
魚
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
、大

量
死
す
る
上
に
連
続
破
断
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

ま
た
、落
石
防
止
に
も
金
網
が
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、耐
食
性
や
錆
に
よ
る
破
断
に
加
え
、作
業
性
か

ら
軽
量
化
等
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、同
社
は
、樹
脂
1
0
0
%
の
素
材（
単

線
）を
螺
旋
状
に
成
形
し
な
が
ら
六
角
形
に
編
網
し

た
樹
脂
製
亀
甲
網
を
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、製
造
コ
ス
ト
、品
質
さ
ら
に
は

製
品
の
評
価
技
術
の
確
立
に
課
題
が
あ
り
、産
学
官

連
携
に
よ
り
課
題
解
決
に
挑
ん
だ
。

品
質
基
準
が
最
も
厳
し
い

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
基
準
書
に
も
認
証

撚
り
部
の
不
適
合
製
品
は
全
て
廃
棄
す
る
た
め
、

従
来
の
装
置
で
は
、製
造
段
階
に
お
い
て
、製
品
品

質
を
一
定
に
保
つ
た
め
熟
練
技
術
者
が
長
時
間（
1

製
品
の
製
造
時
間
25
時
間
の
内
、70
％
以
上
）、編
網

装
置
の
作
業・監
視
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。ま
た
、

従
来
は
熟
練
技
術
者
が
テ
ン
シ
ョ
ン
を
手
動
で
調

整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、手
動
で
行
っ
て
い
る
た

め
、テ
ン
シ
ョ
ン
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
、品
質
低

下
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、熟
練
技
術
者
が
担
っ
て
い
た
役
割
を

A
I
で
解
決
す
る
こ
と
が
カ
ギ
と
考
え
、同
分
野
へ

の
知
見
が
豊
富
な
長
崎
大
学
、広
島
市
立
大
学
に
協

力
を
依
頼
し
、①
ナ
イ
ロ
ン
張
力
を
セ
ン
サ
で
測
定

し
、A
I
に
よ
る
テ
ン
シ
ョ
ン
制
御
の
自
動
化
を
図

る
と
と
も
に
、②
撚
り
部
を
複
数
の
U
S
B
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
、正
常
画
像
、不
適
合
画
像
に
分
類
し
、画

像
を
A
I
に
学
習
さ
せ
画
像
診
断
を
す
る
こ
と
に

よ
り
自
動
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、樹
脂
製
亀
甲
網
の
引
張
試
験
に
お
い
て
、

樹
脂
素
材
、亀
甲
網
の
滑
り
や
掴
み
圧
に
よ
る
潰
れ

（
端
部
破
断
）等
の
問
題
が
あ
り
、正
確
な
性
能
及
び

品
質
の
評
価
が
困
難
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、樹
脂
製

亀
甲
網
の
性
能
及
び
品
質
を
適
切
に
評
価
す
る
た

め
に
、長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も

と
、試
験
治
具
の
開
発
等
を
通
し
て
、最
適
な
引
張

試
験
方
法
を
確
立
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、亀
甲
網
が
製
品
基
準

強
度
以
上
の
性
能
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、低
コ
ス
ト
・
高
品
質
の
両

立
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
実
績
に
よ
り
、養
殖
の
品
質
基
準
が
最
も
厳

し
い
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
基
準
書
に
も
認
証
さ
れ
、同
国

の
世
界
最
大
の
養
殖
資
材
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
ク

バ
社
に
日
本
企
業
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
世
界
各
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、養
殖
以
外
に
も
軽
量
で
耐
食
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、鉄
道
や
高
速
道
路
関
係
の
落
石
防
護
網
や

地
熱
発
電
所
で
の
対
火
山
ガ
ス
フ
ェ
ン
ス
、熊
本
地

震
で
被
災
し
た
熊
本
城
石
垣
保
護
の
た
め
の
防
護

網
な
ど
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
需
要
獲
得
に
向
け
、魚
礁
メ
ー
カ
ー
を

中
心
と
し
た
魚
礁
製
品
の
開
発
や
土
木
建
設
業
者

と
連
携
し
た
土
木
建
設
資
材
と
し
て
使
用
す
る
た

め
の
講
習
会
を
開
く
な
ど
樹
脂
製
亀
甲
網
の
利
活

用
に
係
る
研
究
会
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

産学官連携による中小企業のデジタル化を後押し
更に、AIを組み合わせて、歩留まりを飛躍的に向上！
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受賞件名受賞者

手作業から機械化へ
鶏ボンジリの加工処理効率が

飛躍的に向上！
業界初の自動処理機の開発！

マ
ト
ヤ
技
研
工
業
株
式
会
社

打
抜
き
方
式
を
活
用
し
て
生
産
効
率
向
上
を
可
能
と
し
た

鶏
の
ボ
ン
ジ
リ
自
動
脱
骨
・
カ
ッ
ト
機
の
開
発

１
号
機
は
丸
刃
２
枚
式
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が

失
敗
に
終
わ
り
、暫
ら
く
方
策
が
無
く
諦
め
か
け

て
い
ま
し
た
が
、パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら「
こ
ん
な
方

法
も
あ
る
」と
打
ち
抜
き
の
道
具
を
見
せ
ら
れ

て
、直
ぐ
に
今
の
機
構
が
閃
き
ま
し
た
。試
作
機

を
作
り
、概
ね
想
定
通
り
に
作
動
し
た
の
で
す
ぐ

に
特
許
申
請
を
行
い
、
F
O
O
M
A

J
A
P
A
N
に
出
展
し
て
テ
レ
ビ
も
放
映
し
て

く
れ
て
好
反
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受賞者メッセージ会社概要

マトヤ技研工業株式会社

製造・
生産プロセス部門

（左)  矢野  勇二郎・（右） リーダー 益留  福一

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：

U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒899-8608
鹿児島県曽於市末吉町南之郷
3050-6
0986-76-0018／
0986-76-2729
https://matoya.com/
益留 福一
1990年4月16日
30百万円
54名
食肉生産機械開発、製造、販売、
施工/電子部品生産機械製造
公益社団法人鹿児島県
工業倶楽部
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加
工
方
法
の
見
直
し
を
行
い
、

不
可
能
を
可
能
に

鶏
の
ボ
ン
ジ
リ
は
鶏
の
尾
部
に
あ
る

こ
ぶ
の
よ
う
な
肉
で
1
羽
か
ら
1
個
し

か
取
れ
な
い
希
少
部
位
で
あ
り
脂
を
排

出
す
る
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
と
ろ
け
る
よ
う

な
食
味
が
す
る
、焼
き
鳥
の
食
材
で
は

大
変
人
気
の
あ
る
商
品
で
あ
る
。

ボ
ン
ジ
リ
肉
に
は
尾
骨
が
あ
り
、加

工
す
る
と
き
こ
れ
を
取
り
除
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、こ
れ
ま
で
こ
の
脱
骨

作
業
は
全
て
ナ
イ
フ
で
切
り
取
る
手
作

業
で
あ
っ
た
。食
鶏
業
界
は
、1
日
に
10

万
羽
と
い
う
大
量
の
処
理
を
行
っ
て
い

る
が
、わ
ず
か
な
部
位
を
１
個
ず
つ
切

り
取
る
作
業
は
生
産
性
が
悪
く
、ま
た
、

昨
今
の
人
手
不
足
で
脱
骨
作
業
に
従
事

す
る
作
業
者
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、

生
産
が
需
要
に
追
い
付
か
ず
に
廃
棄
さ

れ
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。こ
の
た
め
、

地
元
の
加
工
業
者
か
ら
の
機
械
化
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
、開
発
に
着
手
し
た
。

複
雑
な
作
業
工
程
か
ら
、機
械
化
は

「
不
可
能
」と
さ
れ
て
い
た
中
で
２
０
１

４
年
か
ら
開
発
を
始
め
、当
初
は「
人
手

に
よ
る
作
業
行
程
を
機
械
化
す
る
」と

い
う
観
点
で
開
発
に
取
り
組
ん
だ
が
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
加
工
方
法
を
全
く
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
見
直
し
を
行
い
、「
打
ち
抜

き
方
式
」に
よ
る
加
工
方
法
を
考
案
し
、

中
央
に
穴
の
開
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
ボ
ン

ジ
リ
を
載
せ
て
パ
イ
プ
で
押
す
と
、尾

骨
が
パ
イ
プ
に
ガ
イ
ド
さ
れ
る
よ
う
に

尾
骨
周
辺
を
切
り
取
る
事
が
解
り
、自

動
化
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

治
具
を
作
成
し
、そ
の
治
具
を
回

転
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
テ
ー
ブ
ル
に

８
個
を
並
べ
、作
業
者
が
手
で
ボ
ン

ジ
リ
を
テ
ー
ブ
ル
に
供
給
す
る
形
式

の
装
置
を
開
発
し
、早
い
人
で
あ
れ
ば

１.５
〜
２
秒
で
セ
ッ
ト
で
き
る
た
め
、ナ
イ

フ
で
切
り
取
る
方
式
の
４
〜
５
倍
の
能

力
を
実
現
し
た
。

ま
た
、加
工
業
者
か
ら
は
尾
骨
だ
け

で
は
な
く
、同
時
に
油
壺
を
除
去
し
た

り
、肉
を
カ
ッ
ト
す
る
機
能
も
付
与
し

て
欲
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
た

め
、５
種
類
の
抜
き
打
ち
パ
ン
チ
と
刃

の
形
状
、そ
れ

を
受
け
る
治
具

の
形
状
を
開
発

し
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
装
置
を

開
発
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

ニ
ッ
チ
な
分
野
に
飛
び
込
み

食
肉
加
工
業
の
人
手
不
足
・

生
産
性
の
向
上
に
貢
献

装
置
の
価
格
は
５
０
０
万
円
で
、リ
ー

ス
で
あ
れ
ば
月
額
１０
万
円
以
下
で
展
開
し

て
お
り
、仮
に
ボ
ン
ジ
リ
の
加
工
作
業
を

行
う
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
件
費（
経
費

込
み
）が
年
間
１
５
０
万
円
だ
と
す
る
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
１
人
分
の
金
額
で
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
、機
械
化
の
た
め
熟
練

の
技
術
は
不
要
で
あ
り
、４
〜
５
人
分
の

生
産
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
、購
入
の

場
合
で
あ
っ
て
も
約
１
年
で
投
資
回
収
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、今
回
の
取
組
は
食
鶏
業
界
に
初

め
て
の
参
入
製
品
で
あ
り
、ニ
ッ
チ
な
分

野
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
場
シ
ェ
ア
を
１
０

０
％
と
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
加
え
、

食
鶏
業
界
は
多
く
の
人
手
が
必
要
な
業
界

で
あ
り
、自
動
化
の
ニ
ー
ズ
も
多
い
こ
と

が
判
明
し
た
。次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、せ

せ
り
の
自
動
切
剥
機
械
も
来
て
お
り
、ボ

ン
ジ
リ
以
上
の
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

本
取
組
を
通
じ
て
、機
械
化
に
よ
り
食

肉
加
工
業
者
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、今
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
肉
の

廃
棄
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
る
S
D
G
ｓ

へ
の
貢
献
や
自
社
と
し
て
も
開
発
当
初
か

ら
比
較
し
て
１０
人
以
上
の
雇
用
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

脱
骨
作
業
を
自
動
化
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受賞件名受賞者

日本の森林業界に革新をもたらす、
現場が求める技術と製品で
持続可能な林業を‼

株
式
会
社
筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム

日
本
で
初
め
て
造
林
作
業
の
機
械
化
に
成
功
し
た

林
業
機
械「
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
」の
開
発こ

の
度
は
大
変
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

林
業
従
事
者
の
ボ
ヤ
キ
の
解
決
と
切
実
な
願

い
の
実
現
の
た
め
、今
回
受
賞
の
多
目
的
造
林
機

械〝
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
〞は
誕
生
し
ま
し
た
。

大
切
な
森
林
資
源
の
保
持
と
林
業
の
継
続
発

展
の
た
め
、山
を
も
っ
と
美
し
く
、山
を
も
っ
と

身
近
に
、山
を
も
っ
と
大
切
に
、を
コ
ン
セ
プ
ト

に
今
後
も
も
の
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社筑水キャニコム

製品・
技術開発部門

（左）岸本 聖也・（中左）中村 公徳・（中） リーダー 包行  良光

（中右）酒井 志有斗・（右）西村 峰利・（右上）米内 龍哉

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：

U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒839-1396
福岡県うきは市吉井町
福益90-1
0943-75-2195/
0943-75-4396
https://www.canycom.jp/
包行 良光
1955年12月9日
100百万円
278名
農業用・土木建設用・林業用運
搬車・草刈作業車及び産業用
機械の製造販売
うきは市

‐15‐



機
械
化
が
進
ん
で
い
な
い

造
林
作
業

日
本
は
国
土
の
２
／
３
が
森
林
と
な
っ
て
い
る

世
界
有
数
の
森
林
国
で
、そ
の
う
ち
約
１
，０
０
０

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人
工
林
の
半
数
が
伐
採
時
期
を

迎
え
て
お
り
、ま
た
、ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も

あ
り
、積
極
的
に
伐
採
、出
荷
が
行
わ
れ
て
い
る
。

伐
採
後
に
は
近
年
多
発
す
る
豪
雨
等
に
よ
り
土

砂
災
害
の
原
因
と
な
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、早
急

に
再
造
林
を
行
い
、森
林
を
継
続
的
に
維
持
し
利

用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、高
齢
化
に
加
え
重

労
働
で
過
酷
な
作
業
環
境
で
あ
る
た
め
若
年
就
労

者
も
定
着
し
な
い
状
況
で
担
い
手
不
足
等
に
よ
り

３
〜
４
割
程
度
し
か
再
造
林
が
進
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、も
う
一
つ
の
阻
害
要
因
と
し
て
造
林
初

期
費
用
の
負
担
が
大
き
く
、採
算
が
取
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。特
に
植
栽
し
た
苗
木
の
成
長
を

促
す
た
め
植
栽
後
約
５
年
間
周
囲
の
雑
草
等
の
刈

り
取
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
、造
林
初
期
費
用
の

内
、当
該
費
用
が
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、ま
ず
は
、こ
の
草
刈
作
業
を
機
械
化
し
て
効

率
化
、省
力
化
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
造
林
作
業
の
機
械
化
に

取
り
組
ん
だ
が
、伐
採
後
の
林
地
は
、傾
斜
や
凹
凸

が
厳
し
い
上
に
、木
の
切
り
株
や
伐
採
時
に
出
た

枝
等
が
多
く
あ
り
、こ
れ
が
機
械
の
走
行
を
妨
げ
、

機
械
化
す
る
上
で
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、草
刈
機
に
作
業
の
妨
げ
と
な
る
切
り

株
や
枝
等
を
粉
砕
す
る
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で

機
械
に
よ
る
草
刈
が
可
能
に
な
る
と
考
え
た
。

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

開
発
を
実
施

既
に
傾
斜
地
で
の
草
刈
に
定
評
が
あ
る
堤
防
除

草
用
に
設
計
さ
れ
た
ク
ロ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
立
ち
乗

り
式
の
草
刈
機
を
ベ
ー
ス
に
検
討
を
開
始
。

５１
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
や
３５
度
の
登
板
能
力
、左

右
の
傾
斜
性
能
各
３０
度
と
い
っ
た
機
能
は
継
承
し

な
が
ら
、林
地
に
対
応
し
た
機
能
と
し
て
、切
り
株

等
に
ク
ロ
ー
ラ
が
乗
り
上
げ
た
際
の
ス
リ
ッ
プ
・

脱
輪
を
防
ぐ
た
め
に
に
ス
パ
イ
ク
付
き
の
ク
ロ
ー

ラ
や
脱
輪
防
止
装
置
を
新
た
に
開
発
す
る
と
と
も

に
機
械
の
傾
き
を
検
知
し
て
警
告
を
行
う
安
全
装

置
を
追
加
し
た
。

ま
た
、作
業
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
草
刈
、切
り
株

粉
砕
、枝
集
材
、コ
ン
テ
ナ
苗
運
搬
の
４
つ
の
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
開
発
し
、多
目
的
造
林
機
械
と

し
、「
山
も
っ
と
モ
ッ
ト
」と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
。

開
発
は
林
野
庁
の
平
成
30
年
度
ス
マ
ー
ト
林
業

構
築
実
践
事
業
を
活
用
し
て
お
り
、同
事
業
の
結

果
で
は
地
拵
え（
整
地
）と
草
刈
り
で
そ
れ
ぞ
れ
１１

万
円
／
h
a
の
削
減
効
果
が
算
出
さ
れ
た
。

費
用
面
の
削
減
に
加
え
、機
械
に
乗
っ
て
楽
に
作

業
が
出
来
る
た
め
軽
労
化
に
つ
な
が
り
、熱
中
症
や

害
虫
等
の
リ
ス
ク
も
減
り
、作
業
環
境
が
改
善
さ
れ

る
事
に
対
す
る
効
果
は
大
き
い
。

2
0
1
9
年
6
月
に
発
売
を
開
始
し
、反
響
は
大
き

く
、全
国
で
実
演
会
や
現
地
検
討
会
を
約
1
2
0
箇

所
で
実
施
し
て
お
り
、売
上
高
は
1
億
円
を
超
え
て

い
る
。

現
在
、苗
を
植
栽
等
の
別
の
造
林
作
業
に
つ
い
て

も
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り

様
々
な
作
業
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、一
連
の
造

林
作
業
の
完
全
機
械
化
へ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に

繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

林
業
は
人
手
不
足
で
あ
り
な
が
ら
機
械
化
が
進

ん
で
い
な
い
分
野
で
あ
り
、本
製
品
は
こ
の
抜
本
的

な
問
題
の
解
消
に
貢
献
で
き
る
も
の
で
あ
り
、再
造

林
が
進
む
こ
と
に
よ
り
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
軽
減

や
C
O
2
を
吸
収
す
る
木
が
再
整
備
さ
れ
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
も
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
。

現
時
点
で
は
人
が
操
縦
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

G
N
S
S
活
用
に
よ
る
無
人
化
の
開
発
を
進
め
て

お
り
、経
産
省
の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
補
助
金

を
活
用
し
、試
験
機
の
試
作
は
完
了
し
て
い
る
。

G
N
S
S
に
よ
る
位
置
情
報
提
供
の
精
度
が
向
上

す
れ
ば
、完
全
無
人
化
で
き
る
公
算
が
立
っ
て
お

り
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

CO2
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受賞件名受賞者

踏み間違い事故の抑制に一役‼
自動車業界の安全装置に

革新をもたらす

ナ
ル
セ
機
材
有
限
会
社

独
自
の
発
想
と
技
術
で
、車
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
間
違
い
事
故
を
無
く
す
製
品
の
開
発

こ
の
た
び
の
受
賞
、大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。自
分
自
身
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
ヒ
ヤ

リ
経
験
か
ら
、完
成
ま
で
約
2
5
年
試
行
錯
誤
し

ま
し
た
。悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
た
い
、誰

も
や
ら
な
け
れ
ば
自
分
が
し
よ
う
、夢
へ
の
挑

戦
、諦
め
な
い
精
神
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

課
題
が
見
つ
か
り
さ
え
す
れ
ば
き
っ
と
解
決

策
は
あ
る
、「
発
明
は
求
め
ら
れ
て
こ
そ
」、た
く

さ
ん
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

受賞者メッセージ会社概要

ナルセ機材有限会社

製品・
技術開発部門

リーダー 鳴瀬  益幸

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒869-0222
熊本県玉名市岱明町野口603
TEL.0968－72－5211
https://www.onepedal.co.jp/
鳴瀬 益幸
1979年6月1日
10百万円
13名
農・漁業用機器の製造・販売 
自動車用駆動・制動部品の製
造・販売
一般社団法人熊本県工業連合会
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踏
み
間
違
え
な
い
た
め
に
は
、

踏
み
間
違
え
よ
う
が
な
い

構
造
に
す
れ
ば
よ
い

昨
今
、高
齢
運
転
者
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏

み
間
違
い
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。75
歳
以
上
の
運
転
者
に
よ
る
死
亡
事
故
件
数

は
、近
年
、横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
が
、死
亡
事
故
件

数
全
体
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、そ
の
占
め
る
割
合

は
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
の
死
亡
事
故
の

要
因
の
う
ち
操
作
不
適
に
よ
る
事
故
が
最
も
多
く

30
％
を
占
め
て
お
り
、そ
の
う
ち
、ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
は
、75
歳
未
満
に
比
べ
て
、

75
歳
以
上
は
約
5
倍
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
も
と
も
と
海
苔
生
産
者
向
け
の
自
動
摘
み

取
り
機
な
ど
を
開
発
生
産
し
て
い
た
が
、社
長
自
身
の

踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事
故
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

自
動
車
運
転
時
の
踏
み
間
違
い
は
人
の
命
に
直
結
す

る
問
題
で
あ
り
、「
1
件
で
も
不
幸
な
事
故
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」「
誰
も
や
ら
な
い
な
ら
自
分
が
解
決
し

よ
う
」と「
ワ
ン
ペ
ダ
ル
」の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

政
府
で
は
、高
齢
運
転
者
交
通
事
故
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
先
進
安

全
技
術
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援
し
て
く

れ
る
車「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
カ
ー（
サ
ポ

カ
ー
）」の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、そ
の
殆
ど
が

既
存
の
車
両
へ
の
後
付
け
が
難
し
い
も
の
で
、後
付
け

可
能
な
先
進
安
全
技
術
は
限
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、人
は
パ
ニ
ッ
ク（
予
期
せ
ぬ
事
態
）に
な
る

と
、反
射
的
に
足
を
伸
ば
す
と
い
う
行
動
特
性
が
あ

り
、事
故
を
防
止
し
よ
う
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
つ
も
り

が
、そ
の
ま
ま
ア
ク
セ
ル
を
深
く
踏
み
込
ん
で
し
ま

い
、止
ま
ら
な
い
で
さ
ら
に
踏
み
続
け
て
暴
走
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
自
動
車
業
界
で
は
、踏
み
間
違
い
事
故
は

気
を
付
け
れ
ば
防
止
で
き
る
と
い
う
の
が
常
識
で

あ
っ
た
が
、「
ワ
ン
ペ
ダ
ル
」の
開
発
思
想
は
、こ
の
常

識
を
根
本
か
ら
変
え
る
も
の
で
、人
は
間
違
え
る
こ
と

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
）を
前
提
に
し
て
、踏
み
間
違
え

な
い
た
め
に
は
、踏
み
間
違
え
よ
う
が
な
い
構
造
に
す

れ
ば
よ
い
と
考
え
、完
成
さ
せ
た
製
品
で
あ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、足
を
常
に
ペ
ダ
ル
の
上
に
乗
せ
て

操
作
、ペ
ダ
ル
側
部
に
あ
る
ア
ク
セ
ル
レ
バ
ー
を
踏
む

の
で
は
な
く
横
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
、運
転
中
に
そ
の
ま

ま
踏
め
ば
ブ
レ
ー
キ
が
働
く
原
理
と
な
っ
て
お
り
、障

害
物
検
知
な
ど
の
制
御
安
全
に
頼
ら
ず
、人
間
の
行
動

特
性
を
反
映
さ
せ
た
本
質
安
全
を
追
求
し
た
ア
ナ
ロ

グ
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
で
あ
る
。

ま
た
、オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
の
ペ
ダ
ル
は
加
速
中
、

ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
い
る
時
に
危
険
を
感
じ
る
と
、踏

み
換
え
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
た
め
、踏
み
換
え
に

0.6
秒
か
か
る
が
、「
ワ
ン
ペ
ダ
ル
」は
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル

に
常
に
乗
せ
て
い
る
の
で
、そ
の
時
間
分
短
距
離
で
止

ま
る
こ
と
が
で
き
る
。

踏
み
間
違
い
を
な
く
す
だ
け
で
は
な
く
、

多
様
な
者
の
運
転
を
補
助

１
９
９
１
年
に
開
発
販
売
し
、当
初
、自
動
車
メ
ー

カ
ー
や
整
備
工
場
を
回
っ
た
が
、当
製
品
に
は
関
心
を

示
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、海
苔
生
産
者
や
地

元
知
人
に
、「
ワ
ン
ペ
ダ
ル
車
」に
試
乗
し
て
体
験
し
て

も
ら
い
、そ
こ
か
ら「
思
っ
た
よ
り
乗
り
や
す
く
安
全
」

と
い
う
声
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

自
治
体
に
お
い
て
は
公
用
車
で
の
採
用
に
加
え
、警

察
や
自
動
車
学
校
に
お
い
て
交
通
安
全
対
策
と
し
て

の
試
乗
会
の
依
頼
も
増
え
て
き
て
お
り
、最
近
は
、口

コ
ミ
を
中
心
に
し
て
、ネ
ッ
ト
や
マ
ス
コ
ミ
で
の
露
出

機
会
増
加
に
よ
り
、徐
々
に
注
文
が
増
え
、２
０
２
１

年
７
月
末
現
在
で
累
計
実
績
は
約
１
５
０
０
台
を
超

え
て
い
る
。

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、公
共
交
通
機
関
が
縮
小
さ

れ
て
い
く
中
で
、特
に
地
方
に
お
い
て
通
院
や
買
い
物

な
ど
日
常
生
活
で
の
移
動
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か

が
大
き
な
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
ワ
ン
ペ
ダ
ル
」は「
踏
み
動
作
」と「
開
く
動
作
」と

い
う
異
な
る
動
き
で
操
作
す
る
の
で
踏
み
間
違
え
る

こ
と
が
な
く
、「
踏
め
ば
即
ブ
レ
ー
キ
」に
な
る
の
で
安

心
し
て
ゆ
と
り
を
持
っ
て
運
転
で
き
る
た
め
、高
齢
者

が
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
安
全

に
運
転
で
き
る

こ
と
に
貢
献
で

き
、運
転
寿
命
を

延
ば
せ
る
こ
と

で
、健
康
寿
命
や

生
き
が
い
の
増

進
、消
費
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、足
が
不
自
由（
機
能
低
下
）で
通
常
の
車
が
運

転
で
き
な
い
方
で
も「
ペ
ダ
ル
の
踏
み
か
え
動
作
が
不

要
な
こ
と
」、「
操
作
方
法
が
簡
単
な
こ
と
」に
よ
り
運

転
が
可
能
と
な
り
、社
会
で
活
躍
で
き
る
場
が
広
が
っ

て
い
る
。

右
足
用
の
シ
ン
グ
ル
タ
イ
プ
に
加
え
、右
足
が
不
自

由
な
方
や
利
き
足
が
家
族
で
違
う
場
合
に
備
え
て
、両

足
兼
用
と
し
て
、ダ
ブ
ル
タ
イ
プ
も
用
意
し
て
い
る
。

本
製
品
は
1
台
1
台
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
製
造
し

て
い
る
こ
と
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
自
動
車
に
後
付
け
が

可
能
で
あ
る
が
、同
社
だ
け
の
生
産
能
力
に
は
限
界
が

あ
り
、こ
れ
ま
で
内
製
し
て
い
た
部
品
の
加
工
を
外
注

す
る
な
ど
、周
辺
の
中
小
事
業
者
の
事
業
拡
大
や
新
た

な
雇
用
の
拡
大
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

足
で
ペ
ダ
ル
を
操
作
す
る
機
械
は
自
動
車
だ
け
で

は
な
く
、農
業
機
械
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
、他
の
業

界
に
も
存
在
し
て
お
り
、そ
こ
で
働
く
高
齢
者
も
多
い

こ
と
か
ら「
ワ
ン
ペ
ダ
ル
」が
十
分
に
応
用・展
開
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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受賞件名受賞者

溶接時間は約0.3秒
産学連携による高度解析技術を
活かした溶接条件の確立と

溶接技術の開発！

株
式
会
社 

清
水
製
作
所
宮
崎
株
式
会
社
イ
ン
サ
イ
ト
・
国
立
大
学
法
人
九
州
工
業
大
学

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校

ス
テ
ン
レ
ス
等
の
高
品
質
製
品
組
立
を
実
現
す
る

瞬
間
的
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
溶
接
技
術
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
溶
接
の
最
適
条
件
を
見

出
す
た
め
に
、色
々
な
接
合
部
の
形
状
で 

色
々
な

条
件
を
試
し
て
み
て
、そ
の
接
合
結
果
か
ら
、実

用
化
技
術
を
推
定
す
る
方
法
を
試
み
て
い
た
が
、

そ
れ
で
は
莫
大
な
時
間
と
試
作
品
コ
ス
ト
等
が

掛
か
っ
て
し
ま
い 

実
用
化
が
難
し
か
っ
た
。そ
こ

で
、2
0
1
2
年
度
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支

援
事
業
を
活
用
し
実
用
化
技
術
を
開
発
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。開
発
に
携
わ
っ
た
関
係
者
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社 清水製作所宮崎

製品・
技術開発部門

（左２番目から）山元 直行・堀江 知義・高橋 明宏・ リーダー 森木 信一

二保 知也・北原 実 ※両サイドは経産局職員

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：

代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒885-0001
宮崎県都城市金田町2815番地
0985-38-5566
https://www.shimiz-ss.co.jp
/point/index.html
森木 信一
 2003年8月
10百万円
20名
金属製品製造業（建設機械
メーカー向け油圧継手製品、
フュージョン溶着製品）
公益財団法人宮崎県産業振興
機構
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熟
練
作
業
者
の
技
量
に
左
右
さ
れ
る

従
来
の
溶
接
技
術
が
抱
え
る

課
題
を
最
新
技
術
で
解
決
！

従
来
、建
設
機
械
等
の
油
圧
系
統
の
シ
リ
ン

ダ
ー
や
ポ
ン
プ
の
フ
ラ
ン
ジ
等
の
溶
接
は
、熟

練
作
業
工
に
よ
る
ア
ー
ク 
・ 
ガ
ス
溶
接
で
行
わ

れ
て
き
た
が
、①
作
業
性（
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は
熱

伝
導
率
が
小
さ
い
た
め
溶
接
時
間
が
約
20
秒
と

長
く
、ロ
ボ
ッ
ト
で
は
精
度
が
得
ら
れ
な
い
た

め
熟
練
作
業
者
2
名
が
必
要
）、②
溶
接
部
の
外

観（
溶
接
ビ
ー
ド
が
発
生
）、③
熱
歪
み（
溶
接
時

間
が
長
い
た
め
熱
に
よ
る
歪
み
が
発
生
し
、修

正
加
工
が
必
要
）、④
隣
接
ノ
ズ
ル
間
隔（
溶
接

棒
が
入
り
、溶
接
後
の
歪
み
を
修
整
す
る
た
め

の
空
間
が
必
要
）、⑤
溶
接
後
の
洗
浄
が
必
要

（
酸
洗
い
）と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

ア
ー
ク 

・ 

ガ
ス
溶
接
以
外
の
溶
接
と
し
て
は

「
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
溶
接
」が
あ
り
、本

溶
接
は
、プ
レ
ス
装
置
に
よ
り
部
品
同
士
を
圧
接

し
た
状
態
で
、接
合
面
に
電
流
を
流
し
熱
量
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
溶
接
す
る
も
の
で
あ
る

が
、溶
接
の
最
適
条
件
を
見
出
す
た
め
に
、色
々

な
接
合
部
の
形
状
で
色
々
な
条
件
を
試
し
て
み

て
、そ
の
接
合
結
果
か
ら
、実
用
化
技
術
を
推
定

す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
お
り
、莫
大
な
時
間
と
試

作
品
コ
ス
ト
等
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
実
用
化
が

難
し
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、同
社
で
は
宮
崎
県
産
業
振
興
機

構
、九
州
工
業
大
学
、都
城
高
専
と
連
携
し
、戦
略

的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業（
経
済
産
業
省
）

を
活
用
し
て「
2
.
5
次
元
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

技
術
を
活
用
し
た
、耐
圧・薄
肉
製
品
製
作
用
リ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
溶
接
の
高
度
化
技
術

開
発
」に
挑
戦
し
た
。本
事
業
で
は
①
材
料
特
性

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、②
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

解
析
ソ
フ
ト
の
開
発（
電
気
及
び
熱
の
移
動
は
3

次
元
で
、ま
た
接
触
変
形
は
2
次
元
で
解
析
）、③

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
検
証
を
行
い
、シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
技
術
を
用
い
て
接
合
部

の
最
適
形
状
及
び
現
場
で
溶
着
す
る
際
の
最
適

条
件
を
見
出
し
、開
発
時
間
と
コ
ス
ト
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た 

。

溶
接
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
設
計
の

自
由
度
が
上
が
り
、他
製
品
に
も

応
用
が
可
能
に

本
技
術
の
開
発
に
よ
り
、工
数
の
大
幅
な
削
減 

（
製
造
原
価
約
90 
％
削
減
、溶
接
作
業
は
約 

0.3
秒
、

熱
歪
み
修
正
加
工
は
不
要
に
）が
可
能
と
な
り
、

機
械
に
よ
る
作
業
な
の
で
熟
練
工
の
必
要
が
な

く
、溶
加
材
を
用
い
な
い
の
で
、溶
接
ビ
ー
ド
が

発
生
せ
ず
外
観
が
非
常
に
綺
麗
で
あ
り
、隣
接
ノ

ズ
ル
間
隔
が
極
狭
等
の
長
所
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
本
格
的
な
事
業
化
を
行

い
、戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
で
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
し
て
い
た
川
下
企
業
か

ら
ポ
ン
プ
用
の
大
口
径
フ
ラ
ン
ジ
継
手
を
毎
年

受
注
す
る
と
と
も
に
、従
来
、溶
接
後
の
歪
み
修

正
が
必
要
だ
っ
た
自
動
車
部
品
金
型
用
ノ
ズ
ル

に
つ
い
て
歪
み
も
な
く
、外
観
も
美
し
く
、価
格

も
安
い
こ
と
か
ら
新
し
く
受
注
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
冷
却

方
式
に
つ
い
て
は
水
冷
方
式
が
効
率
的
で
あ
る

が
、配
管
の
数
が
多
く
な
る
た
め
装
置
が
大
き
く

な
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
が
、本
技
術
を
用
い

る
こ
と
で
ノ
ズ
ル
間
を
極
端
に
狭
く
、ま
た
複
数

面
に
も
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、採
用
に
至

り
、当
該
市
場
で
は
ほ
ぼ
独
占
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

今
後
、情
報
シ
ス
テ
ム
で
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
が
進
む
に
従
い
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
一
方
で
、フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
ー
等
の
半
導
体
の
高
密
度
化
・
大

容
量
化
に
よ
り
サ
ー
バ
ー
等
か
ら
の
発
熱
も
増

え
る
の
で
、空
調
設
備
も
よ
り
大
型
化
に
な
る

が
、空
調
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
に
サ
ー

バ
ー
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
水
冷
化
に
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
溶
着
配
管
の

利
用
が
期
待
さ
れ
る
。
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受賞件名受賞者

九州から全国へ、そして世界へ
ワイビーエムのICT技術で

建設現場を生産性の高い魅力的な
環境に変えていく

株
式
会
社 

ワ
イ
ビ
ー
エ
ム

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
融
合
さ
せ
た

『
新
し
い
I
C
T
地
盤
改
良
機
の
開
発
』

こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

建
設
現
場
が
抱
え
る
労
働
者
不
足
や
生
産
性
向

上
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

製
造
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
、

生
産
効
率
を
飛
躍
的
に
上
げ
る
新
し
い
I
C
T
地

盤
改
良
機
械
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
I
C
T
技
術
を
現
場
で
働
く
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
す
る
新
し
い
製
品
開
発
を
続
け

ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社 ワイビーエム

製品・
技術開発部門

（左２番目から） リーダー 平川  真吾・林 弘行・髙岡 千宗・落合 幸治

居石 良・橋口 礎・奈須 徹夫  ※両サイドは経産局職員

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：

U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒847-0031
佐賀県唐津市原1534番地
0955-77-1121／
0955-70-6010
https://www.ybm.jp/
吉田 力雄
1967年4月6日
100百万円
272名
汚染調査機、浄化装置、地盤改
良機、グラウトポンプ、プラン
ト等の開発・製造・販売
公益財団法人佐賀県産業振興
機構
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i
‐
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

へ
の
対
応

同
社
は
昭
和
21
年
に
創
業
、唐
津
炭
田
の
石
炭

調
査
用
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン
・
ツ
ー
ル
ス
の
修

理・製
造
を
開
始
し
、鋼
矢
板・鋼
管
杭
打
設
用
高

圧
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
及
び
地
盤
改
良
用
の
高
圧

ジ
ェ
ッ
ト
グ
ラ
ウ
ト
ポ
ン
プ
へ
と
進
み
、業
界

シ
ェ
ア
N
o
．1
と
な
っ
た
。

昨
今
の
建
築
業
界
で
は
生
産
性
向
上
の
問
題

や
労
働
力
不
足
や
熟
練
技
能
労
働
者
の
減
少
に

よ
る
施
工
品
質
の
低
下
が
課
題
で
あ
り
、国
土
交

通
省
で
は
、I
C
T
技
術
の
全
面
的
な
活
用
等
を

柱
と
し
た
、建
設
現
場
に
お
け
る
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、魅
力
あ
る
建
設
現
場
を
目
指
す
新
し
い
取

組
で
あ
る
i
‐
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n 

（
ア
イ
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）を
進
め
て
お

り
、そ
れ
に
対
応
し
た
I
C
T
地
盤
改
良
機
の
開

発
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

オ
ペ
レ
ー
タ
の
技
量
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

現
場
の
生
産
性
向
上
に
大
き
く
貢
献

i
-C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、『
複
数
の
G
P
S
と
高
精
度
な
位

置
補
正
技
術
を
使
用
し
た
誘
導
シ
ス
テ
ム
』、『
機

械
か
ら
得
た
施
工
デ
ー
タ
の
3
次
元
化
と
デ
ー

タ
の
自
動
帳
票
化
』の
開
発
が
必
要
だ
っ
た
。

機
械
の
自
動
運
転
や
操
作
の
サ
ポ
ー
ト
機
能

な
ど
に
対
す
る
技
術
は
、こ
れ
ま
で
の
開
発
で

培
っ
て
き
た
も
の
は
あ
っ
た
が
、高
精
度
な
位
置

誘
導
、施
工
デ
ー
タ
の
3
次
元
化
、ク
ラ
ウ
ド
を

利
用
し
た
技
術
に
つ
い
て
は
一
か
ら
開
発
を
行

う
こ
と
と
な
り
、グ
ル
ー
プ
会
社
で
シ
ス
テ
ム
開

発
専
門
の
㈱
ワ
イ
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
だ
。

①
複
数
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
高
精
度
位
置

補
正
を
行
う
杭
芯
位
置
誘
導
機
能
②
2
次
元
設

計
デ
ー
タ
を
基
に
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
デ
ー
タ

を
作
成
す
る
機
能
③
施
工
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
保
存
し
、結
果
を
3
次
元
デ
ー
タ
と
し
て

表
示
さ
せ
る
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
通

じ
て
、機
械
の
誘
導
、施
工
、デ
ー
タ
の
帳
票
ま
で

オ
ペ
レ
ー
タ
の
技
量
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

現
場
の
生
産
性
向
上
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

『
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
融
合
さ
せ
た
新
し

い
I
C
T
地
盤
改
良
機
の
開
発
』に
成
功
し
た
。

従
来
、傾
斜
が
あ
る
場
所
な
ど
で
の
杭
芯
位
置

の
誘
導
は
5
〜
６
cm
程
度
の
誤
差
が
あ
っ
た
が
、

本
開
発
で
、2
つ
の
G
P
S
ア
ン
テ
ナ
で
方
位

（
東
西
南
北
）を
表
示
し
、機
械
に
搭
載
さ
れ
た
セ

ン
サ
ー
か
ら
地
面
の
傾
き
に
よ
る
計
測
誤
差
を

瞬
時
に
自
動
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
誤
差
を
1

〜
3
cm
以
内
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
、目
標
地
点

ま
で
素
早
い
誘
導
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、他
メ
ー
カ
ー
と
比
較
し
て
、機
械
の
製

造
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
ま
で
一
体
と
し

て
開
発
し
て
い
る
た
め
、セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
作
業
の

手
間
が
格
段
に
少
な
く
な
り
、同
社
の
I
C
T
地

盤
改
良
機
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
融
合
さ
せ
、現
場
か
ら
離
れ

た
場
所
か
ら
で
も
作
業
が
行
え
る
と
い
う
優
位

性
が
あ
る
。

I
C
T
に
よ
る
ア
シ
ス
ト
機
能
を
導
入
し
た

地
盤
改
良
機
は
2
0
1
6
年
か
ら
展
開
し
て
お

り
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で
あ

る
新
国
立
競
技
場
の
建
設
時
に
も
利
用
さ
れ
る

な
ど
、地
盤
改
良
機
の
売
り
上
げ
は
2
0
1
9
年

ま
で
伸
び
て
お
り
、今
回
の
新
し
い
I
C
T
地
盤

改
良
機
も
2
0
2
1
年
か
ら
導
入
が
進
ん
で
お

り
、建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、調
査・測
量・設
計・施
工・検
査
等
、各
生

産
段
階
の
デ
ー
タ
が
見
え
る
化
さ
れ
蓄
積
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

出所：国土交通省 審議会資料より抜粋
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受賞件名受賞者

独自に開発したオリジナル品による
差別化戦略で

新たな市場を開拓する！

株
式
会
社
オ
ー
ク
マ

1
0
0
年
の
歴
史
を
支
え
る
職
人
の

高
度
な
技
術
が
結
集
し
た「
木
製
防
火
扉
」の
開
発

栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
木
製
防
火
扉
」は
、創
業
以
来
培
っ
て
き
た
技
術・

経
験
を
活
か
し
て
開
発
し
た
製
品
で
、国
土
交
通
省

の「
特
定
防
火
設
備
」の
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。木

は
環
境
に
優
し
く
、様
々
な
デ
ザ
イ
ン
に
対
応
で
き

る
た
め
、多
く
の
お
客
様
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
製
品
、サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社オークマ

製品・
技術開発部門

（左上）濱田 二郎・（左中上）井上 真一郎・（右中上）森 丈弥・（右上）池田 弘二

（左下）大隈 崇史・（中下） リーダー 大隈 晴明・（右下）大隈 賢一郎

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：

U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒838-1305
福岡県朝倉市菱野1548
0946-52-2800/
0946-52-2804
https://o-kuma.co.jp/
大隈 賢一郎
1955年9月1日
20百万円
188名
戸建住宅・集合住宅向け建築
部材(建具、造作材等)の製造お
よび販売、その他建築部材の
製造、工事請負
朝倉市
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高
性
能
・
低
価
格
の

木
製
防
火
扉
の
開
発

創
業
は
１
９
１
１
年（
明
治
44
年
）、初
代
社

長
は
福
岡
で
建
具
の
丁
稚
奉
公
を
経
て
朝
倉

の
地
へ
帰
郷
し
、炭
鉱
王
の
伊
藤
伝
右
衛
門
の

屋
敷
の
建
具
を
作
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
建
具
屋
の
事
業
を
開
始
。そ
の
後
、日
本

住
宅
公
団
の
認
定
工
場
の
ひ
と
つ
と
な
り
、福

岡
市
内
の
公
共
住
宅
の
仕
事
を
請
け
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、住
宅
に
付
随
す
る
木
製
部
材
を

作
り
始
め
、製
作
の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、

大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
が
拡
大
し
、高

度
成
長
期
に
は
西
日
本
地
区
最
大
の
建
具

メ
ー
カ
ー
へ
成
長
を
遂
げ
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
で
は
国
内
の
住
宅
着

工
数
は
減
少
が
続
い
て
お
り
、さ
ら
に
大
手
建

材
メ
ー
カ
ー
や
海
外
メ
ー
カ
ー
等
の
参
入
の

影
響
を
受
け
コ
ス
ト
競
争
が
激
化
し
て
い
る

た
め
差
別
化
と
付
加
価
値
が
取
れ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
開
発
に
舵
を
切
っ
た
。

そ
の
中
で「
木
製
防
火
扉
」は
最
も
ヒ
ッ
ト
し

た
商
品
で
あ
る
。当
時
、防
災
先
進
国
の
欧
米
の

防
火
扉
は「
木
製
」が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、日
本
の
大
部
分
の
建
築
に
は「
鉄
扉
」が
採

用
さ
れ
て
お
り
、木
製
防
火
扉
の
普
及
は
１
％

に
も
満
た
な
い
状
況
だ
っ
た
。木
製
は
、高
級
感

や
木
の
ぬ
く
も
り
な
ど
、意
匠
性
に
優
れ
て
い

る
反
面
、高
コ
ス
ト
の
た
め
市
場
に
広
が
っ
て

い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、鉄
扉
は
表
面
材
が
ス
チ
ー
ル
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、熱
伝
導
比
率
が
高
く
、

火
災
発
生
時
に
は
輻
射
熱
で
扉
に
近
づ
く
の
も

困
難
に
な
っ
た
り
、ま
た
、熱
に
よ
る
変
形
に
よ

り
、扉
が
歪
ん
で
枠
に
密
着
し
て
し
ま
い
扉
自

体
の
開
閉
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、、逃
げ
遅

れ
の
原
因
や
消
防
作
業
に
も
支
障
を
き
た
す
な

ど
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、安
全
面
に
課

題
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー・イ
ン

テ
リ
ア
研
究
所・取
引
先
と
連
携
し
、板
材
を
耐

火
接
着
剤
で
貼
り
付
け
3
層
構
造
に
す
る
こ
と

で
木
製
防
火
扉「
ユ
マ
ニ
テ
」を
開
発
し
た
。こ
の

扉
は
㈶
建
材
試
験
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
防
火
性
能

評
価
試
験
に
お
い
て
、60
分
間
、最
高
温
度
９
４

０
℃
を
超
え
る
炎
と
熱
を
遮
り
続
け
る
試
験
を

ク
リ
ア
し
、「
特
定
防
火
設
備
60
分
」に
認
定
さ

れ
、木
製
で
あ
り
な
が
ら
、ス
チ
ー
ル
ド
ア
と

同
等
の
耐
火
性
能
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、高
い
断
熱
性
能
と
遮
音
性
能
、耐
震
性
能

も
備
え
て
い
る
。一
方
、通
常
の
木
製
防
火
扉

は
コ
ス
ト
が
高
い
不
燃
材
を
使
用
し
て
い
る

た
め
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、本
製

品
は
コ
ス
ト
が
安
い
板
材
と
耐
火
接
着
剤
を

幾
層
に
も
貼
り
合
わ
せ
た
こ
と
で
約
半
分
の

コ
ス
ト
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
は
、鉄
製
の
防
火
扉
は
意
匠
性
が
低

く
な
る
が
、本
製
品
は
木
材
の
種
類
や
形
状
を

変
え
た
り
、塗
装
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
様
々

な
質
感
を
表
現
し
た
り
、部
屋
の
デ
ザ
イ
ン
と

合
わ
せ
る
こ
と
で
全
体
の
統
一
感
を
出
す
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

現
在
も
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、よ
り
使

い
勝
手
の
良
い
木
製
防
火
扉
の
開
発
を
進
め
て

い
る
。

差
別
化
戦
略
と
素
早
い
経
営

判
断
に
よ
る
新
事
業
へ
の
挑
戦

木
製
防
火
扉
を
開
発
し
た
こ
と
で
、オ
リ
ジ

ナ
ル
製
品
に
よ
る
他
社
と
の
差
別
化
戦
略
の

重
要
性
を
社
内
に
浸
透
す
る
こ
と
が
で
き
、熊

本
県
産
材
の「
杉
」を
活
用
し
て
デ
ザ
イ
ン
会

社
等
３
社
連
携
で
開
発
し
た「
P
A
N
E 

L
o
u
v
e
r
」（
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

2
0
1
6
に
入
賞
）や
九
州
大
学
と
共
同
開
発

し
た「
調
音
パ
ネ
ル
」な
ど
、今
ま
で
の
取
引
先

（
戸
建
）、製
品
以
外
の
売
り
上
げ
が
約
２０
％
に

達
し
て
お
り
、今
後
も
割
合
が
増
え
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

ま
た
、将
来
的
な
日
本
国
内
市
場
の
縮
小
を

見
越
し
て
海
外
市
場
に
も
目
を
向
け
て
お
り
、

中
国
の
キ
ッ
チ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
製
造
委
託

の
打
診
を
受
け
、武
漢
工
場
設
立
を
皮
切
り
に

中
国
へ
進
出
。３
年
後
に
は
中
国
の
ハ
イ
ア
ー

ル
ホ
ー
ム（
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー・ハ
イ
ア
ー

ル
の
建
材
事
業
の
子
会
社
）か
ら
声
が
か
か

り
、業
務
提
携
を
結
び
合
弁
会
社「
青
島
大
隈

智
能
住
建
設
施
有
限
公
司
」を
設
立
し
、翌
年

に
は
青
島
市
に
も
工
場
を
設
立
す
る
な
ど
１

０
０
年
を
超
え
る
歴

史
あ
る
企
業
で
あ
り

な
が
ら
経
営
幹
部
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
素
早
い
判
断
に

よ
り
短
期
間
で
の
海

外
事
業
拡
大
を
可
能

と
し
て
い
る
。
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受賞件名受賞者

国内“初”革新的な加工方法を
利用した大型歯車加工機械で
日本の歯車製造業界に
革命をもたらす！

株
式
会
社 

唐
津
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン

ギ
ヤ
ス
カ
イ
ビ
ン
グ
加
工
方
法
を
利
用
し
た

大
型
歯
車
加
工
機
械
の
開
発

こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

革
新
的
な
加
工
法
を
利
用
し
た
大
型
歯
車
加
工

機
械
が
国
産
に
は
無
く
、世
界
で
競
争
さ
れ
て
い
る

国
内
ユ
ー
ザ
ー
様
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
為
、「
世

の
中
に
な
い
機
械
を
作
る
」と
い
う
思
い
で
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。今
後
も
必
要
と

さ
れ
る
唯
一
無
二
の
工
作
機
械
作
り
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社 唐津プレシジョン

製品・
技術開発部門

（左上）江下 一敏

（左）池野 一広・（中左）坂口 和久・（中） リーダー 三好 宏明

（中右）脇山 幸彦・（右）石田 貴大

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：

U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒108-0073
東京都港区三田１丁目４番２８号三
田国際ビル１階117区 （唐津工場：佐
賀県唐津市二タ子3丁目12番41号）
03-3451-6861/
03-3451-6862
（唐津工場：0955-72-1111）
https://www.karats.co.jp/index.html
竹尾 啓助
1909年4月15日
100百万円
150名
重電機、船舶、鉄鋼向け大型旋
盤・研削盤製造、 建機、自動車、
減速機向け歯車加工機械製造
公益財団法人佐賀県産業振興機構
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工
作
機
械
一
筋
、1
0
0
余
年

企
業
の
新
た
な
挑
戦

同
社
は
、1
9
0
9
年
創
業
の
日
本
で
最
も
早
く

工
作
機
械
を
作
り
始
め
た
会
社
の
一
つ
で
、大
型
の

加
工
機
を
得
意
と
し
、戦
艦
大
和
の
砲
身
は
同
社
の

砲
身
旋
盤
で
製
作
さ
れ
て
お
り
、今
で
も
、大
型・超

大
型
N
C
旋
盤
、研
削
機
と
歯
車
加
工
機
に
特
化

し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
製
品
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
、労
働
人
口
の
減
少
対
策
と
し
て
、産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
が
拡
大
し
て
お
り
、ロ
ボ
ッ
ト
の

関
節
に
使
用
さ
れ
る
小
型
減
速
機
の
需
要
も
増
加

し
て
い
る
。

ギ
ヤ
ス
カ
イ
ビ
ン
グ
加
工
原
理
が
1
0
0
年
程

前
に
開
発
さ
れ
て
い
た
が
、当
時
は
、工
具
と
工
作

物
を
高
速
で
同
期
回
転
さ
せ
る
制
御
技
術
が
無
く
、

ま
た
、高
速
回
転
に
耐
え
る
工
具
製
作
技
術
も
無

か
っ
た
事
が
理
由
で
実
用
化
で
き
な
か
っ
た
。

制
御
技
術
、工
具
製
作
技
術
の
飛
躍
的
向
上
に
よ

り
2
0
0
5
年
頃
迄
に
新
し
い
加
工
方
法
と
し
て

実
用
化
さ
れ
減
速
機
に
組
み
込
ま
れ
る
小
型
の
内

歯
車
加
工
に
つ
い
て
は
、生
産
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。一
方
、大
型
内
歯
車
を
必
要
と
す
る
産
業

で
は
、国
内
に
大
型
専
用
機
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

メ
ー
カ
ー
が
存
在
せ
ず
、欧
州
メ
ー
カ
ー
が
先
行
し

て
お
り
高
価
格・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
が
不
安
な
こ

と
等
か
ら
い
ま
だ
従
来
の
加
工
方
法
で
生
産
を

行
っ
て
い
る
企
業
が
多
く
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
従
来
の
ギ
ア
シ
ェ
ー
ピ
ン
グ
加

工
法
で
は
、生
産
性・精
度
向
上
に
限
界
を
迎
え
て

お
り
、建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
か
ら
大
型
の
工
作
機
械

を
得
意
と
す
る
同
社
に
開
発
の
依
頼
が
持
ち
込
ま

れ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
を
左
右
す
る

基
幹
部
品
の
性
能
強
化
に
貢
献

ギ
ヤ
ス
カ
イ
ビ
ン
グ
加
工
技
術
が
他
の
加
工

方
法
と
比
較
し
て
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、さ
ら

に
は
研
究
者
も
少
な
く
、文
献
が
ほ
と
ん
ど
な

い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、ま
ず
は
小
型
ス
カ
イ

ビ
ン
グ
機
械
の
開
発
を
行
っ
た
。

小
型
機
で
の
テ
ス
ト
結
果
を
踏
ま
え
、大
型

化
す
る
に
従
っ
て
①
大
き
な
工
作
物
を
正
確
に

回
す
主
軸
の
構
造
設
計
、②
熱
膨
張
に
よ
る
不

均
等
変
形
へ
の
対
応
、③
工
具
軸
の
振
動
対
策
、

④
正
確
な
同
期
回
転
を
行
う
制
御
技
術
の
確
立

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、大
き
な

加
工
物
を
回
転
さ
せ
て
高
精
度
に
加
工
す
る
機

械
製
作
の
強
み
を
発
揮
し
、長
年
蓄
積
さ
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
８
と
い
う

大
き
な
歯
車
を
加
工
可
能
な
国
内
唯
一
の
機
械

を
完
成
さ
せ
た
。

ス
カ
イ
ビ
ン
グ
加
工
を
従
来
の
加
工
と
比

較
す
る
と
精
度
は
1.5
〜
３
倍
に
向
上
、加
工
時

間
は
約
１
／
４
に
短
縮
し
て
お
り
、ま
た
、納

入
済
み
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
生
産
性
が
６
倍

に
な
り
、ス
カ
イ
ビ
ン
グ
加
工
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
歯
車
部
品
の
設
計
変
更
や
部
品
点
数
を

削
減
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
成
功
し
て
い
る

と
い
っ
た
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、売
り
上
げ

は
年
々
増
加
し
、ギ
ア
加
工
機
の
約
４
割
以
上

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

精
密
減
速
機
は
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
関
節

に
使
わ
れ
、ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
を
左
右
す
る
基

幹
部
品
の
一
つ
で
あ
り
、今
後
、産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
は
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
分
野
で
あ

る
と
と
も
に
、同
社
で
は
佐
賀
県
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
企
業
創
出
支
援
事
業
を
活
用
し
、さ
ら
な

る
振
動
解
析
・
抑
制
を
目
的
と
し
て
産
業
技
術

総
合
研
究
所
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
お
り
、今

後
も
装
置
の
性
能
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

100余年間
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受賞件名受賞者

消費電力削減に貢献！
自然光が入る透光性に軽量性を備えた

フッ素樹脂製屋根膜材

中
興
化
成
工
業
株
式
会
社

P
T
F
E
メ
ッ
シ
ュ
膜
材
と
E
T
F
E
フ
ィ
ル
ム
を

複
合
化
し
た
高
透
光
性
建
築
膜
材
料
E
F
‐
2
0
0

 

栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
透
光
性
建
築
膜
材
料
E
F
-2
0
0
は
、社
会

に
よ
り
貢
献
で
き
る
屋
根
膜
材
を
目
指
し
開
発
し

ま
し
た
。た
だ
雨
風
を
し
の
ぐ
だ
け
で
な
く「
防
災・

減
災
」「
環
境
問
題
」「
屋
根
の
下
で
の
居
心
地
」な
ど

複
合
的
な
視
点
を
も
っ
て
製
品
化
す
る
こ
と
に
は

多
く
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、新
し
い
屋
根
膜
材

を
生
み
出
せ
た
こ
と
は
大
き
な
誇
り
で
す
。今
後

様
々
な
物
件
に
採
用
さ
れ
る
屋
根
材
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

中興化成工業株式会社

製造・
技術開発部門

（左） リーダー 田村  成教・（右）山口 雄斗

九州経済産業局長賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒107-0052
東京都港区赤坂2-11-7（本社）
長崎県松浦市今福町北免
1642番地12（F1松浦工場）
03-6230-4414（本社）
https://www.chukoh.co.jp/
庄野 直之
1963年3月29日
300百万円
457名
フッ素樹脂など高機能樹脂の
製品製造
株式会社十八親和銀行
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「
世
界
の
ふ
っ
素
屋
」

同
社
は
フ
ッ
素
樹
脂
を
主
と
し
た
機
能
性
樹
脂
製
品
の
製
造・販
売
を
行

う
企
業
で
、特
に
建
築
用
屋
根
膜
材「
C
h
u
k
o
h
S
K
Y
™
」は
耐
候

性
、不
燃
性
、軽
量・高
強
度
と
い
っ

た
優
れ
た
特
性
を
有
し
て
お
り
、東

京
ド
ー
ム
、J
R
高
輪
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
駅
、タ
イ
の
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー

ム
国
際
空
港
等
世
界
各
地
の
膜
構

造
物
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。フ
ッ
素

樹
脂
加
工
を
行
う
企
業
と
し
て
は

国
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
を

持
ち
、経
済
産
業
省
の『
グ
ロ
ー
バ

ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
1
0
0
選
』

に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。

同
社
の
フ
ッ
素
樹
脂
屋
根
膜
材

F
G
T
シ
リ
ー
ズ
は
、厚
さ
0.6
〜

1.0
㎜
、
質
量
1
0
0
0
〜

1
7
0
0
g
/
㎡
で
一
般
的
な

金
属
屋
根
の
１
/
10
〜
１
/
30
と

軽
く
、20
年
を
超
え
る
非
常
に
優
れ

た
耐
久
性
を
有
し
て
い
る
。し
か

し
、大
規
模
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
観

客
席
を
覆
う
屋
根
に
よ
っ
て
日
光

が
遮
断
さ
れ
芝
生
の
生
育
が
阻
害

さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
芝
生
が
生
育
さ
れ
る
ほ

ど
の
日
光
を
通
し
、か
つ
雨
風
か
ら

は
観
客
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
屋

根
膜
材
を
目
指
し
、高
透
光
性
膜
材

E
F‐2
0
0
を
開
発
し
た
。

透
光
率
・
透
明
性
を
備
え
る
こ
と
で

様
々
な
場
所
で
の
採
用
が
可
能
に

透
光
率
を
上
げ
る
た
め
、樹
脂
原
料
と
製
造

工
程
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

従
来
の
F
G
T
シ
リ
ー
ズ
は
原
料
に
フ
ッ
素

樹
脂
P
T
F
E
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、製
造

直
後
は
茶
色
だ
が
、紫
外
線
に
よ
り
白
く
な
り

そ
の
状
態
を
維
持
す
る
。そ
の
た
め
、光
の
透
過

に
は
限
界
が
あ
っ
た
。E
F‐2
0
0
シ
リ
ー
ズ

は
透
過
性
の
あ
る
フ
ッ
素
樹
脂
E
T
F
E
を
採

用
す
る
こ
と
で
透
過
率
を
向
上
さ
せ
た
。

従
来
の
F
G
T
シ
リ
ー
ズ
は
ガ
ラ
ス
繊
維
の

織
物
で
あ
る〝
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
〞に
液
状
の

P
T
F
E
を
塗
布
・
焼
成
す
る
工
程
を
繰
り
返

す
こ
と
で
強
度
と
フ
ッ
素
樹
脂
の
特
性
を
付
与

し
て
い
た
が
、E
F‐2
0
0
シ
リ
ー
ズ
は
よ
り

高
い
透
光
性
を
付
与
す
る
た
め
に
、ペ
レ
ッ
ト

状
の
E
T
F
E
を
フ
ィ
ル
ム
に
し
、メ
ッ
シ
ュ

状
の
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
E
T
F
E
樹
脂
本
来
の
透
明
性
を
保
持

し
た
ま
ま
、強
度
の
高
い
膜
材
を
製
造
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

開
発
当
初
の
試
作
で
は
透
光
率
が
35
％
ほ
ど

だ
っ
た
が
、芝
生
な
ど
の
植
物
や
農
作
物
の
生

育
に
は
足
り
な
い
た
め
さ
ら
に
、透
光
率
を
向

上
さ
せ
る
べ
く
、ガ
ラ
ス
繊
維
の
織
り
の
開
口

を
広
げ
る
検
討
を
行
っ
た
。し
か
し
、想
定
し
て

い
た
効
果
は
得
ら
れ
ず
、改
め
て
透
光
率
が
上

が
ら
な
い
原
因
を
探
っ
た
と
こ
ろ
、「
繊
維
の
凹

凸
に
よ
る
光
の
乱
反
射
」で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、ガ
ラ
ス
繊
維
の
糸
を
平
た
く
な
る
よ
う
に

撚
っ
た
メ
ッ
シ
ュ
状
の
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
を
使
用

し
、乱
反
射
を
抑
え
る
こ
と
で
、透
光
率
を
50
〜

70
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

他
社
製
品
に
透
光
率
90
％
の
樹
脂
フ
ィ
ル
ム

屋
根
膜
材
は
存
在
す
る
が
E
T
F
E
フ
ィ
ル
ム

単
体
の
た
め
、強
度
が
低
い
こ
と
に
加
え
、フ
ィ

ル
ム
を
膨
ら
ま
せ
エ
ア
ー
圧
で
制
御
す
る
方
法

が
主
な
設
計
構
造
と
な
る
。一
方
で
、ガ
ラ
ス
ク

ロ
ス
が
基
材
の
屋
根
膜
材
は
端
部
を
直
接
、

引
っ
張
る
だ
け
の「
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
」の
た

め
、コ
ス
ト
面
で
も
E
F‐2
0
0
シ
リ
ー
ズ
の

優
位
性
は
高
い
。

E
F
‐
2
0
0
シ
リ
ー
ズ
は
自
然
光
の
透
過

に
よ
り
約
60
％
の
室
内
照
明
効
果
削
減
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。災
害
時
な
ど
電
力
供
給
が
滞
っ

た
際
に
は
日
中
、室
内
に
自
然
光
が
届
く
た
め
、

夜
間
の
電
力
確
保
に
備
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

さ
ら
に
透
明
性・軽
量
性
の
観
点
か
ら
は
、既

存
の
透
明
の
屋
根
材
へ
の
転
用・応
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。例
え
ば
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製
の
屋

根
材
な
ど
重
量
の
あ
る
既
存
の
屋
根
材
は
倒
壊

し
た
場
合
、
落
下
被
害
が
大
き
い
が
、

E
F‐2
0
0
シ
リ
ー
ズ
は
軽
量
の
た
め
被
害
を

最
小
限
留
め
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ま
で
と
異
な

る
場
所
へ
の
普
及
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
。
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九州経済産業局地域経済部製造産業課
〒812-8546 
福岡県福岡市博多区博多駅東 2 丁目 11 番 1 号 
TEL：092-482-5442 FAX：092-482-5538

「ものづくり日本大賞」は、我が国の産業・文化の発展を支え、豊かな国民生活の形成に大きく貢献してきた「も

のづくり」を着実に継承し、さらに発展させていくとともに、ものづくりを支える人材の意欲を高め、その存在を

広く社会に知ってもらうことを目的に創設された表彰制度です。

製造・生産現場の中核を担っている中堅人材や、伝統的・文化的な「技」を支えてきた熟練人材、今後を担う若

年人材など「ものづくり」に携わっている各世代の人材のうち、特に優秀と認められる人材を顕彰するものです。チー

ムワークが我が国の強みであることを踏まえ、個人のみならず、グループも受賞の対象としています。




